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日本水道協会国外製造品の検査に関する規則  

 

昭和 62 年 12 月 4 日制  定 

平成 15 年 3 月 31 日改  正 

平成 20年 10 月 24日改  正  

令和 2 年  9 月 １５日一部改正 

(目 的 ）  

第 1 条  こ の 規 則 は 、 日 本 水 道 協 会 （ 以 下 、 本 会 と い う 。） が  

国 外 製 造 品 (以 下 、国 外 品 )の 検 査 を 行 う た め 、必 要 な 事 項  

を 定 め る こ と を 目 的 と す る 。  

 

(総 則 ）  

第 2 条  国 外 品 と は 、 日 本 国 外 （ 以 下 、 国 外 と い う 。） に お い  

て 製 造 さ れ る 水 道 用 品 及 び 水 道 用 品 の 部 品 を い う 。  

2  国 外 品 の 検 査 は 、 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、「 日 本

水 道 協 会 の 水 道 用 品 検 査 規 程 (1-1)」、「 日 本 水 道 協 会 水

道 用 品 検 査 通 則 (2-1)」 及 び 検 査 施 行 要 項 、 並 び に 検 査

関 係 規 則 ・ 要 領 に 基 づ い て 行 う 。   

3  国 外 品 の 検 査 場 所 は 、本 会 の「 検 査 工 場 の 登 録 に 関 す る

規 則 (11- 1)」に よ り 登 録 さ れ た 国 内 の 検 査 工 場 及 び 国 内

の 検 査 工 場 以 外 の 製 造 工 場 、又 は 国 外 の 製 造 工 場 と す る 。 

4  検 査 に 関 す る 書 類 は 、 日 本 語 に よ り 作 成 す る 。  

5  国 外 の 製 造 工 場 に お い て 、 検 査 及 び 試 料 採 取 を 行 う 場   

合 は 、 日 本 語 に よ り 対 応 す る 。     

 

(検 査 の 申 込 ）   

第 3 条  検 査 を 申 込 み し よ う と す る 者（ 以 下 、申 込 者 と い う 。）  

は 、検 査 申 込 書 又 は 、「 検 査 工 場 以 外 の 検 査 申 込 み に 関 す  

る 取 扱 い 要 領 (118- 1)」に 基 づ き「 検 査 工 場 外 検 査 申 込 書 」

を 提 出 し 、検 査 に 関 す る 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 
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(検 査 工 場 登 録 の 特 例 ）  

第 4 条  申 込 者 が 、国 内 に お い て「 日 本 水 道 協 会 検 査 工 場 の 登  

録 に 関 す る 規 則 (111- 1 )」 の 第 3 条 の 登 録 要 件 に お い て 、

検 査 に 必 要 な 要 件 を 備 え 適 切 な 検 査 体 制 が 整 っ て い る  

と 確 認 で き た 場 合 、 検 査 工 場 と し て 申 込 み を す る こ と が

で き る 。  

た だ し 、申 込 み に あ た っ て は「 日 本 水 道 協 会 検 査 工 場 の  

登 録 に 関 す る 規 則 (111- 1 )」に 基 づ き 必 要 な 書 類 及 び 次 に

掲 げ る  国 外 の 製 造 工 場 の 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な

い 。  

な お 、工 場 審 査 は 、「 工 場 審 査 評 価 表 」に よ り 、国 外 の 製  

造 工 場 及 び 国 内 で 検 査 を 行 う 工 場 に つ い て 実 施 す る 。  

 

(1 )  国 外 の 製 造 工 場 の 経 歴 書 （ 名 称 、 所 在 地 、 代 表 者 職

氏 名 、 事 業 内 容 及 び 検 査 実 績 ）  

(2)  国 外 の 製 造 工 場 の 製 造 設 備 一 覧 表  

(3)  国 外 の 製 造 工 場 の 検 査 設 備 一 覧 表  

(4)  国 外 の 製 造 工 場 の 品 質 管 理 方 法 及 び 検 査 責 任 者  

(5)  国 内 で 検 査 を 行 う 工 場 の 検 査 設 備 一 覧 表  

(6)  国 内 で 国 外 製 品 を 受 け 入 れ る 工 場 の 品 質 管 理 方 法  

及 び そ の 記 録  

 

(代 行 検 査 ）  

第 5 条  申 込 者 が 、検 査 設 備 を 持 た な い 場 合 は 、本 協 会 検 査 工  

場 を 検 査 場 所 と し 、 当 該 検 査 工 場 が 代 行 し て 検 査 の 申 込  

み を す る こ と が で き る 。  

た だ し 、申 込 者 は 、当 該 検 査 工 場 と 連 署 に よ り 代 行 検 査  

の 届 出 （ 第 1 号 様 式 ） に 、「 日 本 水 道 協 会 検 査 工 場 の 登 録  

に 関 す る 規 則 (111- 1)」に 基 づ く 必 要 な 書 類 及 び 次 の 各 号  

に 掲 げ る 国 外 の 製 造 工 場 の 書 類 を 添 付 し 提 出 し な け れ ば  

な ら な い 。  

ま た 、工 場 審 査 は「 工 場 審 査 評 価 表 」に よ り 、国 外 の 製  

造 工 場 及 び 検 査 工 場 に つ い て 実 施 す る 。な お 、検 査 工 場 に  

つ い て は 、 本 会 が 必 要 で あ る と 判 断 し た 審 査 項 目 に つ い  

て 実 施 す る 。  
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(1 )  国 外 の 製 造 工 場 の 経 歴 書（ 名 称 、所 在 地 、代 表 者 職 氏

名 、 事 業 内 容 及 び 検 査 実 績 ）  

(2)  国 外 の 製 造 工 場 の 製 造 設 備 一 覧 表  

(3)  国 外 の 製 造 工 場 の 検 査 設 備 一 覧 表  

(4)  国 外 の 製 造 工 場 の 品 質 管 理 方 法 及 び 検 査 責 任 者  

(5)  国 内 の 検 査 工 場 の 検 査 設 備 一 覧 表  

(6)  国 内 の 検 査 工 場 で 国 外 製 品 を 受 け 入 れ る 品 質 管 理  

方 法 及 び そ の 記 録  

 

(受 検 対 象 製 品 の 範 囲 ）  

第 6 条  受 検 対 象 製 品 の 範 囲 は 、日 本 産 業 規 格 、日 本 水 道 協 会  

規 格 、若 し く は こ れ と 同 等 と 認 め ら れ る 製 品 、仕 様 書 に 基  

づ く 製 品 及 び そ の 部 品 と す る 。  

 

(受 検 対 象 ロ ッ ト の 状 態 ）  

第 7 条   受 検 対 象 ロ ッ ト の 状 態 は 、 次 に よ る 。  

た だ し 、機 械 加 工 に は 、溶 接 補 修 を 含 ま な い も の と し 、防

食 加 工 は 国 内 で 実 施 す る こ と 。  

(1)  鋳 鉄 管 類      原 管 (機 械 加 工 を 含 む )と す る 。  

(2)  鋼 管 類      原 管 と す る 。  

(3)  合 成 樹 脂 管 類   製 品 と す る 。  

(4)  弁 類       部 品 (機 械 加 工 を 含 む )と す る 。  

(5)  水 密 保 持 用 ゴ ム 及 び ゴ ム ラ イ ニ ン グ さ れ た 部 品  

(6)  そ の 他 の 水 道 用 品 (原 管 )及 び そ の 部 品 (機 械 加 工 を  

含 む ) 

2  国 外 の 製 造 工 場 で 受 検 し よ う と す る 製 品 及 び 部 品 の 受  

検 対 象 ロ ッ ト の 状 態 は 、水 道 事 業 者 が 発 注 し た 数 量 と す る 。 

 

(検 査 方 法 ）  

第 8 条   国 外 品 の 検 査 方 法 は 、 第 2 条 第 2 項 に よ る 。  

 

(材 料 検 査 及 び そ の 供 試 材 採 取 方 法 ）  

第 9 条  国 外 品 の 材 料 検 査 及 び 供 試 材 採 取 方 法 は 、 各 々 の 検

査 施 行 要 項 に よ る 。  

2  国 内 に お い て 検 査 を 行 う 第 4 条 の 検 査 工 場 、 第 5 条 の  
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代 行 検 査 工 場 を 利 用 す る 申 込 者 は 、 国 外 製 造 工 場 で の 供

試 材 採 取 立 会 (鋳 造 立 会 )を 、 検 査 工 場 の 申 込 時 及 び 当 該

検 査 工 場 の 登 録 有 効 期 間 内 に 1 回 以 上 受 け な け れ ば な ら

な い 。  

    な お 、 材 料 検 査 は 、「 日 本 水 道 協 会 水 道 用 品 検 査 通 則

(2-1 )」 第 3 条 に よ る 。  

3  国 外 の 部 品 工 場 の 供 試 材 採 取 立 会 （ 鋳 造 立 会 ） は 、 工  

場 調 査 に 併 せ て 行 い 、材 料 検 査 は 、「 日 本 水 道 協 会 水 道 用

品 検 査 通 則 (2-1)」 第 3 条 に よ る 。  

    な お 、当 該 工 場 に よ る 立 会 い 以 外 の 材 料 検 査 の 供 試 材  

採 取 方 法 は 、 次 に よ る 。  

(1)  鋳 造 品 は 、「 日 本 水 道 協 会 国 外 製 造 品 の 検 査 に 関 す  

る 規 則 の 取 扱 方 法 (113- 7 )」に よ り 行 い 、本 協 会 検 査

員 が 立 会 の う え 供 試 材 を 切 断 採 取 す る 。  

     な お 、 製 品 か ら 規 定 の 試 験 片 の 採 取 が 困 難 な 場 合  

は 、 製 品 へ の 連 結 鋳 込 み と す る 。  

(2)  鋼 類 及 び 合 成 樹 脂 管 類 は 、 同 一 ロ ッ ト ご と に 製 品  

か ら 採 取 す る 。  

(3)  水 密 保 持 用 ゴ ム 及 び ゴ ム ラ イ ニ ン グ さ れ た 部 品 の

ゴ ム 材 料 は 、検 査 施 行 要 項 の ロ ッ ト の 大 き さ に よ り 製

品 か ら 採 取 す る 。  

      な お 、 ゴ ム ラ イ ニ ン グ す る 母 材 に つ い て は 、 (1)又

は (2)に よ り 行 う 。  

4  そ の 他 の 水 道 用 品 及 び 部 品 の 供 試 材 採 取 方 法 は 、 そ の  

材 料 毎 に 第 1 項 ～ 第 3 項 の 方 法 に よ り 採 取 す る 。  

5   材 料 検 査 及 び そ の 供 試 材 の 切 断 採 取 は 、 本 協 会 検 査 員  

が 立 会 い の う え 行 う 。  

 

(浸 出 検 査 ）  

第 10 条  国 外 品 の 浸 出 検 査 は 、 第 2 条 第 2 項 に よ る 。  

    た だ し 、本 協 会 が 認 め た 試 験 機 関 で 行 わ な け れ ば な ら

な い 。  
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(部 品 工 場 の 届 け 出 及 び 工 場 調 査 ）  

第 11 条   検 査 工 場 が 国 外 の 工 場 を 部 品 工 場 と し て 届 け 出 す る  

場 合 は 、「 検 査 工 場 の 協 力 工 場 に 関 す る 取 扱 い 要 領 」 の  

第 3 章 部 品 工 場 に よ り 届 け 出 す る 。  

2  部 品 工 場 の 工 場 調 査 は 、届 け 出 時 及 び 検 査 工 場 の 登 録 有  

効 期 間 内 に 1 回 以 上 行 う 。  

  た だ し 、 届 け 出 し た 部 品 工 場 が 、 他 の 検 査 工 場 の 部 品 工  

場 と し て 登 録 し て い る 場 合 は 、 届 け 出 時 の 工 場 調 査 を 省  

略 す る こ と が で き る 。  

 

(国 外 に お け る 工 場 調 査 、 検 査 及 び 供 試 材 採 取 立 会 の 手 数 料 ） 

第 12 条   国 外 に お け る 工 場 調 査 、検 査 及 び 供 試 材 採 取 立 会 な  

ど の 費 用 は 、 第 2 条 第 2 項 に よ る 。  

 

(出 張 旅 費 ）  

第 13 条   出 張 旅 費 は 、検 査 業 務 に お け る 検 査 職 員 の 交 通 費 及  

び そ の 他 費 用 と し 、 本 協 会 の 旅 費 規 程 及 び 「 日 本 水 道 協

会 検 査 旅 費 要 綱 (124- 1 )」 に よ る 。  

 

(手 数 料 等 の 納 入 ）  

第 14 条  手 数 料 は 、納 入 期 限 ま で に 本 会 が 指 定 す る 金 融 機 関  

へ 払 い 込 む も の と す る 。  

    た だ し 、 第 12 条 及 び 第 13 条 の 手 数 料 及 び 出 張 旅 費  

は 、 前 納 を 原 則 と す る 。   

 

(国 外 工 場 の 所 管 の 取 扱 い ）  

第 15 条   国 外 工 場 の 所 管 は 次 の と お り と す る 。  

2   国 外 の 製 造 工 場 の 所 管 は 、 検 査 部 と す る 。  

3   国 外 の 試 料 採 取 工 場 (部 品 工 場 )の 所 管 は 、検 査 工 場 を  

受 け 持 つ 事 業 所 (検 査 課 含 む )と す る 。な お 、部 品 工 場 が  

複 数 の 検 査 工 場 か ら 依 頼 を 受 け て い る 場 合 は 、  

検 査 工 場 を 所 管 す る 事 業 所 (検 査 課 含 む ）間 で 調 整 し 、工  

場 調 査 に 併 せ 、 試 料 採 取 立 会 を 行 う 。  

4  国 外 の 部 品 工 場 の 工 場 調 査 は 、検 査 部 検 査 課 又 は 大 阪

支 所 検 査 課 の 調 整 に よ り 行 う 。  
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(そ の 他 ）  

第 16 条  こ の 規 則 の 施 行 に つ い て 疑 義 が 生 じ た と き は 、 検 査  

部 長 の 指 示 に よ る 。  

2 本 協 会 が 検 査 及 び 工 場 審 査 を 実 施 す る に 当 た っ て 、 指 定

感 染 症 や 自 然 災 害 等 に よ り 実 施 困 難 な 状 況 が 発 生 し た 場 合

は 別 に 定 め る 。  

 

 

付     則  

こ の 規 則 は 、 昭 和 63 年 1 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  

付     則  

こ の 規 則 は 、 平 成 15 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  

付     則  

こ の 規 則 は 、 平 成 21 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  

付     則  

こ の 規 則 は 、 令 和 2 年 9 月 15 日 か ら 施 行 す る 。  
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（ 第 1 号 様 式 ）  

代 行  検  査  の  届  出  

年   月   日  

公 益 社 団 法 人  日 本 水 道 協 会  

 検  査  部  長  様  

 

            ［ 申 込 者 ］  

            名     称  

所   在   地  

            代 表 者 職 氏 名              

                      T E L 及 び FA X                

 

           ［ 検 査 工 場 ］  

            登  録   区  分   第   種 検 査 工 場  

            登  録   番  号  

            検 査 工 場 名        

            所   在    地  

            代 表 者 職 氏 名               

                      T E L 及 び FA X                

   

  国 外 製 造 品 の 検 査 に 関 す る 規 則 第 5 条 に 基 づ き 、 下 記 水 道 用 品

の 検 査 の た め 連 署 を も っ て 届 出 ま す 。  

記  

   1 .  登 録 水 道 用 品 名  

   2 .  水 道 用 品 の 表 示 記 号  

   添 付 書 類： 1 .  国 外 の 製 造 工 場 の 経 歴 書 (名 称 、所 在 地 、代 表 者  

職 氏 名 、 事 業 内 容 及 び 検 査 実 績 ) 

             2 .  国 外 の 製 造 工 場 の 製 造 設 備 一 覧 表  

             3 .  国 外 の 製 造 工 場 の 検 査 設 備 一 覧 表  

             4 .  国 外 の 製 造 工 場 の 品 質 管 理 方 法 及 び 検 査 責 任 者  

             5 .  国 内 の 検 査 工 場 の 検 査 設 備 一 覧 表  

           6 .  国 内 の 検 査 工 場 で 国 外 製 品 を 受 け 入 れ る 品 質  

管 理 方 法 及 び そ の 記 録    
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日 本 水 道 協 会 国 外 製 造 品 の 検 査 に 関 す る規

則の取扱方法 

 

昭 和 62 年 12 月  4 日 制   定  

平 成 15 年  3 月 31 日 改   正  

令 和  2 年  9 月 15 日 一 部 改 正  

 

 日 本 水 道 協 会 国 外 製 造 品 検 査 に 関 す る 規 則（ 以 下 、規 則 と い

う 。） 第 9 条 第 1 項 の 、 鋳 造 製 品 の 供 試 材 採 取 方 法 は 、 次 に よ

る 。  

 

1.  F C（ JIS  G  55 01： ね ず み 鋳 鉄 品 ） 製 品 は 、 同 規 格 9.3 の

(2）（ 本 体 付 き 供 試 材 ） に よ る 。  

管 厚 規 定 に よ り 本 体 付 き 供 試 材 に よ り が た い 場 合 は 、 同 規

格 9.3 の (3) (実 体 強 度 用 供 試 材 )又 は 9.3 の (1) (別 鋳 込 み 供

試 材 ） を 製 品 に 連 結 す る 。  

な お 、供 試 材 は 、同 じ と り べ か ら 注 湯 さ れ た 2,000 k g 以 下

の 製 品 グ ル ー プ を 1 バ ッ チ と し 、予 備 を 含 め て 3 個 取 る 。た

だ し 、一 つ の 製 品 の 質 量 が 2,000 k g を 超 え る 場 合 は 、一 個 の

製 品 を 1 バ ッ チ と す る 。  

     

本 体 付 き 供 試 材 の 形 状 及 び 寸 法  別 鋳 込 み 供 試 材 の 形 状 及 び 寸 法  
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2.  ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 (JWW A G 11 3 )は 、 同 検 査 施 行 要 項 に よ り

製 品 か ら 採 取 す る 。  

3.  ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 異 形 管 (JWWA  G 11 4 )及 び 押 輪 等 の ダ ク タ

イ ル 鋳 鉄 製 の 付 属 品 (JWW A  G  11 3 及 び JWWA  G  1 1 4 の 付 属 品 )

は 、 JIS G 5 52 7(ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 異 形 管 )の 12.1 .1 (供 試 材 )

の 本 体 付 き 供 試 材 を 適 用 し 、 製 品 に 連 結 す る 。  

 供 試 材 は 、 連 続 製 造 し た 管 の 湯 口 を 除 い た 粗 製 品 の 合 計 質

量 で 各 管 厚 (12mm 未 満 、12mm 以 上 )別 に 4,00 0k g を 最 大 バ ッ

チ と し て 、予 備 を 含 め て 3 個 取 る 。た だ し 、一 つ の 粗 製 品 の

質 量 が 4,00 0k g を 超 え る 場 合 は 、 そ の 粗 製 品 を 1 バ ッ チ と

す る 。  

 

本 体 付 き 供 試 材 の 形 状 及 び 寸 法  

単 位  m m  

備 考  一 つ の 製 品 で 呼 び 径 が 異 な る 場 合 の 管 厚  

は 、 大 き い 方 の 呼 び 径 を 適 用 す る 。 

 

4 .  硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 の ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 異 形 管 ( J W WA K  1 3 1 )
は 、 前 項 規 定 の 4 , 0 0 0 k g を 2 , 0 0 0 k g と 読 み 替 え る 。  

 

5 .  弁 類 等 3、 4 以 外 の F C D ( J I S  G  5 5 0 2：球 状 黒 鉛 鋳 鉄 品 )製 品

は 、 同 規 格 1 2 . 3 (本 体 付 き 供 試 材 )に よ る 。  

  管 厚 規 定 に よ り 本 体 付 き 供 試 材 に よ り が た い 場 合 は 、 同

規 格 の 1 2 . 2(別 鋳 込 み 供 試 材 )の Y 形 供 試 材 又 は ノ ッ ク オ フ

形 の K b 形 の い ず れ か を 用 い て 供 試 材 を 製 品 に 連 結 す る 。  
な お 、供 試 材 は 、同 じ と り べ か ら 注 湯 さ れ た 2 , 0 0 0 k g 以 下

の 製 品 グ ル ー プ を 1 バ ッ チ と し 、予 備 を 含 め て 3 個 取 る 。た

管 厚  
厚  さ  高  さ  長  さ  

a  h  L t  

1 2未 満  1 2 . 5  

4 5以 上  100以 上  
12以 上 25未 満  1 6 . 0  

2 5以 上  2 0 . 0  



113-10 
 

だ し 、一 つ の 製 品 の 質 量 が 2 , 0 0 0 k g を 超 え る 場 合 は 、一 個 の

製 品 を 1 バ ッ チ と す る 。  

 
Y 形 供 試 材 又 は ノ ッ ク オ フ 形 の K b 形 の 供 試 材 の 製 品 へ の

連 結 が 困 難 な 場 合 は 、前 項 の 規 定 に よ る こ と が で き る が 、試

験 結 果 は 、 J I S  G  5 5 0 2 に よ る 。  

本 体 付 き 供 試 材 の 形 状 及 び 寸 法  

本 体 付 き 供 試 材 の 形 状  

 

 

 

 

 

 

 

 

本 体 付 き 供 試 材 の 寸 法               単 位 m m  

寸 法  
鋳 鉄 品 主 要 寸 法  

3 0 を 超 え て 6 0 以 下  6 0 を 超 え 2 0 0 以 下  

a  4 0  7 0  

b  3 0 以 上  5 2 . 5 以 上  

c  2 0 以 上  3 5 以 上  

h  4 0～ 6 0  7 0～ 1 0 5  

L t  1 8 0 以 上 と す る  

備 考   ａ 寸 法 を 減 ら す こ と を 協 定 す る 場 合 に は ､  

 次 の 関 係 を 満 足 さ せ る も の と す る ｡     

b≧ 0 . 7 5 a        c≧ ａ / 2  
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別 鋳 込 み 供 試 材 の 形 状 及 び 寸 法  

                             図 1  Y 形 供 試 材 の 形 状  

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                  Y 形 供 試 材 の 寸 法             単 位 m m        

図 1 の 寸

法  

種 類 

 A 号  B 号  C 号  D 号  

a 1 2  2 5  5 0  7 5  

b  4 0  5 5  9 0  1 2 5  

c  2 5  4 0  5 0  6 5  

d  1 3 5  1 4 0  1 6 0  1 7 5  

e  1 8 0 以 上 と す る 。  

備 考   供 試 材 に 用 い る 砂 型 の 厚 さ は ､A 号 及 び
B 号 で は 4 0ｍ ｍ 以 上 ､  

C 号 及 び D 号 で は 8 0 m m 以 上 と す る ｡  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ ッ ク オ フ 形 (K b 形 )供 試 材 及 び 鋳 型 の 形 状 及 び 寸 法  
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6 .  C A C ( J I S  H  5 1 2 0： 銅 及 び 銅 合 金 鋳 物 )は 、 同 規 格 7 . 2 . 2 (試 験 片 )

の A 号 供 試 材 を 製 品 に 連 結 す る 。 た だ し ､連 結 す る 場 合 は ､押 し

湯 の 利 か な い 方 法 (供 試 材 と 水 平 連 結 等 )に よ り 鋳 込 む ｡ 

  な お 、 供 試 材 は 、 一 溶 解 ご と 予 備 を 含 め て 3 個 取 る 。  

1 )  C A C の 連 続 鋳 造 鋳 物 ( J I S  H  5 1 2 1 )は 、 連 続 鋳 物 本 体 か ら 採 取

す る 。  

2 )  化 学 分 析 試 験 は ､年 1 回 行 う ｡  

 

 A 号 供 試 材 の 形 状 、 寸 法 及 び 試 験 片 の 採 取 位 置  

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

7 .  S C ( J I S  G  5 1 0 1： 炭 素 鋼 鋳 鋼 品 )は 、 J I S  G  0 3 0 7 (鋳 鋼 品 の 製 造 、

試 験 及 び 検 査 の 通 則 )の 6 . 2 . 2 . 2  (供 試 材 )  の b )に よ り 、 規 格 図 1

の a ) ､ b )又 は d )の 供 試 材 の い ず れ か を 用 い て 製 品 に 連 結 す る 。ま

た 、 S C S ( J I S  G  5 1 2 1： ス テ ン レ ス 鋼 鋳 鋼 品 )の 場 合 は 、 下 述 の 図

の a )又 は b )の 供 試 材 の い ず れ か を 用 い て 製 品 に 連 結 す る 。  

な お 、供 試 材 は 、同 じ と り べ か ら 注 湯 さ れ た 2 , 0 0 0 k g 以 下 の 製

品 グ ル ー プ を 1 バ ッ チ と し 、予 備 を 含 め て 3 個 取 る 。た だ し 、一

つ の 製 品 の 質 量 が 2 , 0 0 0 k g を 超 え る 場 合 は 、一 個 の 製 品 を 1 バ ッ

チ と す る 。こ の 場 合 供 試 材 は 、製 品 と 同 じ 方 法 で 熱 処 理 を 行 う 。  
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供 試 材 の 形 状 及 び 寸 法  

a )            

単 位   m m  

 

 

 

 

 

 

 
備 考  試 験 片 は 、 図 に 二 点 鎖 線 で 示 し た 供 試 材 の 下 辺 に 近 い 位 置

か ら 採 取 す る 。  
 

b )  

 

 

 

 

 

 

 

 
備 考  試 験 片 は 、 図 に 二 点 鎖 線 で 示 し た 供 試 材 の 下 辺 に 近 い 位 置

か ら 採 取 す る 。  

 

d )  

 
備 考  試 験 片 は 、 図 に 二 点 鎖 線 で 示 し た 供 試 材 の 下 辺 に 近 い 位

置 か ら 採 取 す る 。  
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8 .  F C M W ･F C M B ( J I S  G  5 7 0 5： 可 鍛 鋳 鉄 品 )は 、 同 規 格 1 0 . 3 (引 張 試

験 片 )の 供 試 材 を 製 品 に 連 結 す る 。  

な お 、 供 試 材 は 、 前 項 の な お 書 き 以 下 に よ る 。  

 

供 試 材 の 形 状 及 び 寸 法  
 

 

 

 

 

         

            

直 径
( 1 )  

d  
m m  

直 径
の  

許 容
差  

m m  

公 称  
断 面 積  

m m 2  

シ ャ ン ク 寸 法
( 2 )  標 点 距

離  
L 0  
m m  

平 行 部  
の 長 さ  

L c  
m m  

肩 部 半 径  
r  

m m  直 径  
D m m  

長 さ ( 3 )  
L m m  

6  ± 0 . 7  2 8 . 3  1 2  4 0  2 1  2 5  1 5以 上  

9  ± 0 . 7  6 3 . 6  1 3  4 0  2 7  3 0以 上  6  

1 0  ± 0 . 7  7 8 . 5  1 6  4 5  3 5  4 2  1 5以 上  

1 2  ± 0 . 7  11 3 . 1  1 6  5 0  3 6  4 0以 上  8  

1 5  ± 0 . 7  1 7 6 . 7  1 9  6 0  4 5  5 0以 上  8  

注 ( 1 )  機 械 加 工 し て い な い 状 態 の 試 験 片 を 試 験 す る 場 合 、 引 張 強  

さ は 、各 試 験 片 の 直 径 の 測 定 値 を 用 い て 計 算 し な け れ ば な

ら な い 。 こ の 場 合 、 互 い に 直 角 を な す 二 方 向 で 測 定 し た 2

個 の 直 径 測 定 値 の 平 均 を 求 め な け れ ば な ら な い ｡  

( 2 )  必 要 に 応 じ て 、 使 用 す る 試 験 機 の つ か み 部 に 合 う よ う に 、 

シ ャ ン ク を 修 正 し て も よ い 。  

( 3 )  L の 最 小 長 さ は 、使 用 す る 試 験 機 の つ か み 部 の 全 長 以 上 に  

し な け れ ば な ら な い 。  

 

9 .  そ の 他 の 鋳 造 品 に つ い て は 、 製 品 材 料 の J I S に 基 づ き 行 う 。  

1 0 .   6 .～ 9 .に よ り が た い 場 合 は 、製 品 か ら 採 取 し 、そ の 試 験 結 果  

は 当 該 規 格 に よ る 。  

 


